
「
賃
上
げ
な
き
産
業
に

未
来
な
し
」
を
合
言
葉
に
、

全
自
交
労
連
の
掲
げ
る
、

大
幅
な
賃
上
げ
方
針
を
も

と
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

『
２
０
２
５
春
季
生
活
闘

争
』
は
、
回
答
指
定
日
を

迎
え
、
続
々
と
妥
結
の
報

告
が
届
き
始
め
ま
し
た
。

中
で
も
日
交
労
は
、
ハ

イ
ヤ
ー
で
ベ
ア
１
０
，
０

０
０
円
＋
定
昇
１
，
８
０

０
円
、
タ
ク
シ
ー
で
は
賃

金
は
現
行
維
持
だ
っ
た
も

の
の
、
業
績
評
価
一
時
金

に
お
い
て
、
新
設
の
最
高

ラ
ン
ク
７
５
，
０
０
０
円

支
給
、
乗
客
嘔
吐
時
に
利

用
者
か
ら
２
０
，
０
０
０

円
請
求
の
明
確
化
（
全
額

乗
務
員
に
支
給
）
、
営
業

車
の
一
割
に
完
全
包
囲
型

防
犯
版
を
導
入
（
女
性
乗

務
員
・
新
人
乗
務
員
に
優

先
配
備
）
、
予
定
さ
れ
て

い
る
運
賃
改
定
時
に
通
勤

交
通
費
の
実
費
支
給
の
方

向
性
を
合
意
な
ど
、
従
来

な
か
な
か
困
難
と
思
わ
れ

た
回
答
を
引
き
出
す
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
半
の
労
組
が

運
賃
改
定
を
見
据
え
、
現

行
賃
金
制
度
の
維
持
を
確

認
し
、
別
途
、
一
時
金
な

ど
で
の
増
額
を
勝
ち
取
っ

て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、

今
後
、
各
業
界
で
労
働
力

の
争
奪
戦
が
激
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
状
況
下

で
、
魅
力
の
あ
る
賃
金
労

働
条
件
と
職
場
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
が
必
須
条
件

で
あ
る
こ
と
に
疑
う
余
地

は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
い

え
ば
、
そ
の
準
備
の
で
き

て
い
な
い
企
業
に
は
労
働

力
は
集
ま
ら
ず
、
お
の
ず

か
ら
事
業
継
続
が
困
難
に

陥
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

労
組
と
し
て
も
、
組
織
率

の
低
下
が
叫
ば
れ
る
中
、

魅
力
あ
る
賃
金
労
働
条
件

を
勝
ち
取
れ
な
け
れ
ば
、

組
織
と
し
て
の
意
義
と
必

要
性
が
薄
れ
て
し
ま
い
か

ね
ま
せ
ん
。

東
京
地
連
加
盟
の
各
単

組
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

組
合
員
の
生
活
を
守
る
た

め
に
、
最
後
ま
で
粘
り
強

い
交
渉
で
、
是
非
と
も
好

条
件
を
勝
ち
取
っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
ハ
イ
タ
ク
労

働
者
に
と
り
永
年
に
わ
た
っ

て
最
大
の
懸
案
で
あ
っ
た

『
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア＝

白
タ

ク
合
法
化
』
と
の
闘
い
は
、

昨
年
秋
に
行
わ
れ
た
衆
議

院
議
員
選
挙
で
の
、
自
公

政
権
お
よ
び
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
推
進
勢
力
で
あ
る
日
本

維
新
の
会
の
議
席
大
幅
減

に
よ
り
、
危
機
は
い
っ
た

ん
去
っ
た
か
の
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
大

阪
万
博
の
開
催
に
乗
じ
た

大
阪
府
全
域
で
の
日
本
版

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
24
時

間
運
用
が
決
定
し
た
こ
と

や
、
先
日
4
月
11
日
に
、

日
本
維
新
の
会
所
属
議
員

に
よ
る
『
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

事
業
に
係
る
制
度
の
導
入

に
関
す
る
法
律
案
』
と
い

う
、
実
質
「
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
全
面
解
禁
」
を
目
的
と

し
た
悪
法
と
も
い
え
る
も

の
が
議
員
立
法
と
し
て
衆

議
院
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
政
治
状
況
に
お

い
て
、
同
法
案
が
成
立
す

る
可
能
性
は
限
り
な
く
低

い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今

後
の
選
挙
結
果
い
か
ん
で

は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
推
進

勢
力
が
息
を
吹
き
返
し
、

再
び
危
機
が
訪
れ
る
事
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

今
夏
に
行
わ
れ
る
『
参

議
院
議
員
選
挙
』
で
は
、

わ
れ
わ
れ
の
政
策
に
賛
同

す
る
政
治
勢
力
を
全
力
で

応
援
し
て
い
く
事
が
重
要

で
す
。
と
り
わ
け
参
議
院

国
土
交
通
委
員
会
の
理

事
、
タ
ク
シ
ー
政
策
議
員

連
盟
の
事
務
局
長
と
し
て
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
新
法
阻
止

や
地
域
公
共
交
通
を
守
る

運
動
の
先
頭
で
突
き
進
む
、

立
憲
民
主
党
も
り
や
た

か
し
議
員
を
、
ふ
た
た
び

国
会
の
議
場
へ
と
送
り
出

し
ま
し
ょ
う
。
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全自交東京地連加盟単組 主な妥結状況

荏原交通ユニオン

3月13日 現行賃金制度維維持◇主運藤特別賞与 最高25,000円(乗務

回数、迎車回数、成績、事故の期間実績による)◇労使の

事前協議制を確認

京王自動車労働組合

3月24日 タクシー乗務員：現行賃金制度維持、バス乗務員：基本給

ベア7,600円(3.2％)、パート職員：基本時間給ベア45円

(3.2％)◇生活改善一時金 タクシー乗務員 一律15,000

円、事務員・整備職正社員・嘱託社員 10,000円、パート

社員5,000円

日交労働組合

3月31日 タクシー：現行賃金制度維持◇ハイヤー：ベア10,000円(本

給5,000円・手当5,000円)、定昇1,800円◇タクシー業績評価

一時金に最高ランク(支給75,000円を新設)◇ハイヤー年間一

時金620,000円(前年比20,000円増、別途年功加算有)◇タク

シー車の１割に完全包囲型防犯版を導入し女性・新人に優先

配備◇車内嘔吐時に利用者20,000円請求の明確化(全額乗務

員に支給)◇運賃改定時に交通費実費支給の方向で合意

大和自動車交通労働組合

4月1日 定昇全職種300円◇賞与 タクシー前年同基準、ハイヤー440,

000円(+20,000円)、職員450,000円(前年同額)、工員415,000

円(前年同額)◇自動車整備士資格手当を各級ごとに増額(+50

0～1,000円)◇タクシー・ハイヤーで連休期間基準額見直し

◇ハイヤーで無事故無違反表彰制度を新設◇ハイヤーで公出

時のゴルフ送迎補償額を増額(+2,000円)

帝都自動車労働組合

4月15日 賃金：タクシー現状維持◇ハイヤー定昇3,200円(昨年+500

円)・技工、工員定昇2,700円(昨年+500円)◇賞与・ハイヤー

575,000円(昨年+20,000円)・技工年間3.1カ月(昨年+0.1カ

月)◇特別一時金・タクシー5.000円～80,000円(期間営収に

よる)◇その他・交通費支給上限引上げ30,000円→34,000円

(タクシー・技工・職員)、・タクシー帰路高速会社負担改定

(首都高速川口線追加)、ハイヤー乗換手当継続1,000円、自

動車検査員及び検査主任手当支給基準改定(65歳超短時間労

働者対象化)、・扶養手当支給基準改定(職員)：第一扶養者1

5,000円(現行+5,000円)、第二、三、四扶養者3,000円(現行

+500円)※第四扶養者は新設

東

京

地

連

春

闘

妥

結

報

告

日
交
労
ハ
イ
ヤ
ー

ベ
ア
1
万
円
＋
定
昇

1800
円
を
勝
ち
取
る

政
治
の
力
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
阻
止

第

27

回

参

議

院

選

挙

※

参
議
院
選
挙
の
比
例
代
表
で
は
、
投
票
用

紙
に
は
政
党
名
だ
け
で
な
く
、
当
選
さ
せ
た
い

候
補
者
名
を
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

全
自
交
東
京
地
連
は
次
の
参
議
院
選
挙
で

塩
村

あ
や
か
参
議
院
議
員

（
東
京
都
選
挙
区
）

も
り
や
た
か
し
参
議
院
議
員

（
比
例
代
表
）

を
応
援
し
て
お
り
ま
す



全
自
交
東
京
地
連
は
４

月
２
日
、
第
５
回
執
行
委

員
会
に
お
い
て
、
６
月

22
日
投
開
票
予
定
の
東

京
都
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
東
京
地
連
が
推
薦

す
る
20
名
の
候
補
者
を

決
定
し
ま
し
た
。

推
薦
が
決
定
し
た
各
候

補
者
と
は
、
東
京
地
連
が

定
め
る
政
策
協
定
書
の
内

容
に
お
い
て
合
意
し
た
う

え
で
政
策
協
定
を
締
結
し

て
お
り
ま
す
。

今
回
の
東
京
都
議
会
議

員
選
挙
は
、
そ
の
後
行
わ

れ
る
参
議
院
選
挙
の
前
哨

戦
と
も
い
え
、
今
後
の
政

局
に
お
い
て
も
大
変
重
要

な
意
味
合
い
を
持
ち
ま
す
。

ま
た
、
都
議
会
自
民
党

会
派
の
約
３
５
０
０
万
円

も
の
不
記
載
問
題
や
、
先

の
都
知
事
選
で
躍
進
し
た

石
丸
伸
二
氏
率
い
る
「
再

生
の
道
」
の
動
向
、
さ
ら

に
は
年
収
の
壁
で
話
題
の

玉
木
代
表
の
国
民
民
主
党

の
勢
い
な
ど
、
何
か
と
マ

ス
コ
ミ
で
も
注
目
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
世
間
の
喧
騒

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

わ
れ
わ
れ
全
自
交
東
京
地

連
に
集
う
も
の
と
し
て
、

ハ
イ
タ
ク
産
業
労
働
者
の

職
場
と
生
活
に
加
え
て
、

地
域
公
共
交
通
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
に
も
、

東
京
地
連
の
掲
げ
る
政
策

に
賛
同
い
た
だ
け
る
候
補

者
を
全
力
で
応
援
し
、
全

員
を
都
議
会
の
議
場
へ
と

送
り
出
す
こ
と
が
必
要
不

可
欠
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
推
薦
候
補
者
を

政
党
別
で
み
る
と
、
立
憲

民
主
党
が
最
多
の
13
名
、

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
が

５
名
、
国
民
民
主
党
と
ミ

ラ
イ
会
議
が
１
名
ず
つ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
３
月
16

日
に
告
示
、
同
23
日
に

投
開
票
が
行
わ
れ
た
小
金

井
市
議
会
議
員
選
挙
（
定

数
24
）
に
お
い
て
、
東

京
地
連
が
推
薦
し
た
立
憲

民
主
党
公
認
候
補
の
岸
田

正
義
氏
（
現
職
）
と
吉
良

紀
子
氏
（
新
人
）
は
、
見

事
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
立
憲
民
主

党
3
名
、
国
民
民
主
党

1
名
、
無
所
属
1
名
の

計
5
名
に
よ
る
会
派
が

結
成
さ
れ
、
第
一
会
派
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
三
多
摩
地
区
連

を
は
じ
め
と
す
る
組
合
員

の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支

援
・
ご
協
力
の
お
陰
で
あ

る
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
両

候
補
者
と
も
、
市
民
の
皆

様
の
声
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
小
金
井
市
の
発
展
と

市
民
生
活
の
向
上
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
を
強
く
訴

え
、
選
挙
戦
を
闘
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

吉
良
紀
子
氏
は
、
新
た

な
視
点
と
行
動
力
で
、
子

育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉

の
充
実
、
地
域
活
性
化
な

ど
、
市
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

岸
田
正
義
氏
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
と
実
績
を
活

か
し
、
市
民
の
皆
様
の
声

を
市
政
に
反
映
さ
せ
、
誰

も
が
住
み
や
す
い
小
金
井

市
の
実
現
に
向
け
て
、
引

き
続
き
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

タ
ク
シ
ー
車
両
の
燃
料

と
し
て
広
く
普
及
し
て
い

る
Ｌ
Ｐ
Ｇ
（
液
化
石
油
ガ

ス
）
で
す
が
、
こ
れ
を
取

り
扱
う
オ
ー
ト
ス
タ
ン
ド

が
、
地
方
を
中
心
に
急
速

に
減
少
し
、
燃
料
を
入
れ

る
の
に
長
距
離
移
動
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

近
年
の
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ａ
Ｘ
Ｉ
の
導
入
に
よ
り
、

タ
ク
シ
ー
車
両
の
燃
費
が

各
段
に
良
く
な
り
、
ガ
ス

の
販
売
量
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
。
さ
ら
に
、
保
守

点
検
な
ど
に
掛
か
る
莫
大

な
経
費
が
ス
タ
ン
ド
の
経

営
を
圧
迫
し
て
し
ま
う
た

め
と
い
う
事
で
す
。

業
界
団
体
で
は
Ｌ
Ｐ
Ｇ

ス
タ
ン
ド
を
い
か
に
維
持

し
て
い
く
か
が
課
題
に
な
っ

て
お
り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
「
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
種
を
増
や

し
て
、
車
両
を
一
般
向
け

に
も
販
売
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
要
請
も
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

東
京
地
連
で
は
、
連
合

東
京
な
ど
を
通
じ
て
、
東

京
都
に
対
し
、
ス
タ
ン
ド

維
持
へ
の
支
援
な
ど
の
政

策
提
言
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
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第
22
回
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

東
京
地
連
推
薦
候
補
が
決
定

全自交東京地連の定める政策協定書の項目

1.都政に臨む基本政策
⑴情報公開を徹底し、透明性のある都政運営と行財政改革に努める。
⑵都民・事業者・行政との協働による東京都の運営を実践する。
⑶少子・高齢化社会に即応した教育・福祉・医療政策の充実を図る。
⑷環境先進都市をめざし、災害に強い都市づくりを推進する。
⑸スポーツと文化の振興を図る。
⑹交通環境の整備と、公共交通機関の充実を図る。
⑺消費税増税反対の姿勢を貫き、国民生活の安定を図る経済政策を推進する。

⑻再生可能エネルギー社会を構築し、原子力に依存しない社会の実現を目指
す。

⑼政策立案において、都民の知恵や民間の創意工夫を積極的に取り入れ、有
識者などの提言を積極的に生かした都政運営に努める。

⑽高齢者が生きがいを持ち、安心して暮らすことのできる環境整備に努める。
⑾生活困窮者の自立支援を積極的に進め、総合支援政策を行う。
⑿反戦を基本として、平和・人権・国民主権を守る政策を推進する。

2.産別要求項目
平成30年第3回東京都議会定例会に於いて採択された、白タク行為への更な
る対策強化を求める意見書を尊重し、ハイタク労働者の雇用と生活を脅かし、
地域公共交通の崩壊に繋がる形でのライドシェア（白タク）合法化を阻止し、
今後も持続可能な地域公共交通機関としての安全・安心なタクシーを守るよ
う積極的に取り組む。

3.政策に向けた協議
この協定書に基づく政策の実現を図るために、必要に応じ協議または懇談を
行う。
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※参考データが古いデータしか公開されてませんでした
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